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平成 19 年 10 月 25 日 

各   位 
会 社 名  株式会社ＡＯＫＩホールディングス 
代表者名  代表取締役社長   青 木 拡 憲         
（コード番号  8214  東証・大証第一部）  
問合せ先  専務取締役   中 村 憲 侍      
（TEL 045-941-4888）      

 
中間期及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 
  最近の業績の動向等を踏まえ、平成 19 年５月 17 日に公表いたしました平成 20 年３月期（平成 19年
４月１日から平成 20 年３月 31 日まで）の中間期及び通期の業績予想について、下記のとおり修正いた

しましたのでお知らせいたします。 
記 

 

１． 平成 20 年３月期 中間業績予想数値の修正（平成 19 年４月１日～平成 19 年９月 30 日） 

（1） 連結 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 56,400 2,430 2,860 1,000 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 57,050 3,200 3,500 1,450 

増 減 額 （Ｂ）－（Ａ） 650 770 640 450 

増    減    率   （％） 1.2 31.7 22.4 45.0 

前期実績（平成 19 年３月期中間） 48,556 2,359 2,850 1,142 

 
（2） 個別 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 34,500 990 1,300 500 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 34,790 1,550 1,840 900 

増 減 額 （Ｂ）－（Ａ） 290 560 540 400 

増    減    率   （％） 0.8 56.6 41.5 80.0 

前期実績（平成 19 年３月期中間） 32,386 845 1,248 △90 

 

２． 平成 20 年３月期 通期業績予想数値の修正（平成 19 年４月１日～平成 20 年３月 31 日） 

（1） 連結 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 127,800 11,700 12,450 5,450 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 128,300 12,100 12,650 5,500 

増 減 額 （Ｂ）－（Ａ） 500 400 200 50 

増    減    率   （％） 0.4 3.4 1.6 0.9 

前期実績（平成 19 年３月期） 112,143 10,889 11,749 5,151 
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（2） 個別 
（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 81,350 7,980 8,500 4,100 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 81,750 8,200 8,700 4,200 

増 減 額 （Ｂ）－（Ａ） 400 220 200 100 

増    減    率   （％） 0.5 2.8 2.4 2.4 

前期実績（平成 19 年３月期） 77,807 7,361 8,004 3,085 

 
 
３．修正の理由 
（1） 中間期 

 売上高は、ファッション事業において、ＡＯＫＩの「もてスリムＣＯＯＬ」、「ＪＥＡＮ 

ＲＥＮＯ」「ＭＡＪＩ」の新ブランドスーツ、「極上クール」の機能性スーツ等、スーツ全般が

引き続き好調に推移するとともに、４年目を迎えたスタイリスト制度が浸透し、スタイリスト

によるコーディネート提案などにより客単価が上昇したことで、既存店売上高は前年同期比 

１.８％増加いたしました。また、新規出店も予定どおり進行し、いずれも好調に推移しており

ます。 

連結子会社の株式会社ラヴィス（ブライダル事業）は関西エリアへ 3 店舗目の「パルティー
レ江坂ウエディングビレッジ」（大阪府吹田市）をオープンし、株式会社ヴァリック（エンター

テイメント事業）では新規出店が予定どおり進行するとともに、既存店が好調に推移いたしま

した。 

営業利益、経常利益及び当期純利益は、売上高の増加に加え、粗利益率の改善や販売費及び

一般管理費の削減等により、それぞれ増加する見込みとなりましたので上記のとおり修正いた

します。 

（2） 通期 

通期の業績予想については、中間期の業績予想の修正を踏まえ、販売費及び一般管理費等を

見直した結果、上記のとおり修正いたします。 
 
（注）上記の予想は、今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 

以 上  


